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要   旨 

 愛媛県内の公共用水域及び地下水のPFOS及びPFOAの概況調査を令和6年度及び令和7年度に実施した。PFOS及びPFOAに

併せてPFHxS，PFNAの分析も実施した。調査の結果，PFOS及びPFOAの指針値を超過する地点は確認されず，河川・湖沼36

地点の平均2.2 ng/L，海域28地点の平均0.7 ng/L，地下水25地点の平均1.9 ng/Lであった。一方で，比較的高濃度を検

出した河川地点も存在した。今後も県内全域での状況把握を進めていくとともに，比較的高濃度であった地点は継続監

視を実施するなど，水環境中のPFASの存在状況に関する知見の集積を進め，県民の安全・安心な生活環境の確保に努め

る。 

 

 

1．はじめに 

PFASとは，主に炭素及びフッ素から構成される化学物

質であるペルフルオロアルキル化合物及びポリフルオロ

アルキル化合物の総称であり，非常に安定な構造を有す

ることから分解耐性，耐水性，耐薬性など優れた物性を

示し，幅広い用途で使用されてきた。その一方で，環境

中における高い残留性や人への健康被害の影響が懸念さ

れていることから，PFASの一種であるPFOS，PFOA及び

PFHxSについては，化学物質の審査及び製造等の規制に関

する法律（化審法）により製造・輸入が禁止され，さら

に長い炭素鎖を有するLC-PFCAについても，今後禁止され

る見込みである1)。また，環境省は，水環境中における検

出状況などの知見集積の観点から，令和2年にPFOS及び

PFOAを公共用水域及び地下水における要監視項目2)に追

加するとともに，指針値（暫定）50 ng/Lを設定した。そ

の後，令和3年にPFHxSを要調査項目3)に追加，令和7年に

PFOS及びPFOAの指針値（暫定）を指針値に変更，PFBS，

PFBA，PFPeA，PFHxA，PFHpA，PFNA及びHFPO-DAを要調査項

目に追加している1)。令和6年度における公共用水域及び

地下水の都道府県等によるPFOS及びPFOAの測定は，47都

道府県，3941地点で実施されており，測定地点は年々増

加している4)。 

本県では，PFASの分析に必要なLC/MS/MSの整備を行い，

県内（中核市である松山市を除く）の公共用水域及び地 

 

 

 

 

下水のPFOS及びPFOAの概況調査を令和6年度及び令和7年

度に実施したので，その結果を報告する。 

 

2．調査方法 

2.1 調査対象 

PFOS及びPFOAに併せて要調査項目であるPFHxS及び

PFNA（LC-PFCAの一種）の調査を行った。なお，PFHxS及

びPFNAは令和6年度の下半期から調査を実施した。 

 

2.2 調査地点 

水質汚濁防止法の規定に基づき定める公共用水域及び

地下水の水質測定計画5)により図1に示す地点で調査を実

施した。公共用水域調査は，環境基準点及び補足地点の

うち，工場排水等により有害物質による汚染のおそれが

あるとして従来から調査している地点等，計64地点（河

川34地点，湖沼2地点，海域28地点）で調査を実施した。

地下水調査は，新たな汚染を発見するための概況調査20

地点及び内陸部に位置する廃棄物最終処分場周辺500 m

以内の井戸5地点，計25地点で調査を実施した。 

 

2.3 調査期間 

公共用水域は各年度上半期（5月），下半期（11月及び

12月），地下水は各年度上半期（7月）に各地点1回調査

を実施した。 
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3．分析方法 

3.1 試薬等 

Wellington Laboratories製のPFAS混合標準溶液 

（PFAC-MXA Native PFAS Solution/Mixture），PFASサロ

ゲート混合標準溶液（MPFAC-MXA Mass-Labelled PFAS 

Solution/Mixture）を用い，メタノールにより適宜希釈

して標準溶液とした。メタノール（LC/MS用），アセトニ

トリル（LC/MS用），1 mol/L酢酸アンモニウム（高速液

体クロマトグラフ用），2 mol/Lアンモニア・メタノール

溶液，ギ酸（99%）（LC/MS用）は富士フイルム和光純薬

製を用いた。精製水は超純水製造装置（Merck製）Milli-

Q Integralで製造したものを用いた。 

 

3.2 分析方法・分析条件 

環境省の通知法6)を参照して分析を実施したが，PFOSに

ついて，海水でサロゲート回収率の低下が見られたこと

から，栗原らの手法7)を参考に，固相カラム内のイオン性

相互作用の強化としてギ酸を添加するとともに，夾雑物

除去としてメタノール洗浄を追加した方法で分析を実施

した8)。固相はWaters製のOasis WAX for PFAS Analysis

を使用した。分析フローチャートを図2に，LC/MS/MS条件

等を表1及び表2に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 分析フローチャート 

検体(200 mL)

サロゲート溶液(20 µg/L) 50 µL

固相カラム

メタノール 5 mL

水 5 mL

通水速度5 mL/min

固相乾燥
遠心分離 3000 rpm 10 min

N2ガス通気

溶出 1%NH3-MeOH 5 mL

水 10 mL×2回

2%ギ酸 5 mL

水 10 mL

60%メタノール 10 mL×3回

N2ガス吹付、40℃

定容(1 mL) メタノール

LC/MS/MS測定 PP製インサート

コンディショニング

試料容器洗浄

固相通水

濾過【セルロースフィルター】※濁りがある場合

濃縮

図1 測定地点 

久万高原町 

四国中央市 

新居浜市 

西条市 

今治市 

松山市 

上島町 

松前町 

伊予市 

東温市 

大洲市 

八幡浜市 伊方町 

西予市 

鬼北町 

松野町 

宇和島市 

愛南町 

内子町 

砥部町 

※国土数値情報データ（国土交通省）を加工して作

成 
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表1 LC/MS/MS条件 

LC 

使用機種 Agilent 1260 Infinity Ⅱ 

分析カラム 
Agilent ZORBAX RRHD Eclipse Plus C18 

2.1×100 mm, 3.5 µm 

移動相 
Ａ：10 mM 酢酸アンモニウム 

Ｂ：アセトニトリル 

グラジエント 

0→0.5 min Ｂ：5% 

0.5→3.5 min Ｂ：5%→30% 

3.5→28 min Ｂ：30%→100% 

28→32 min Ｂ：100% 

32→32.1 min Ｂ：100%→5% 

32.1→45 min Ｂ：5% 

カラム流量 0.2 mL/min 

カラム温度 40℃ 

試料注入量 2.0 µL 

MS 

使用機種 Agilent 6470B 

イオン化法 ESI-negative 

測定モード MRM 

ガス温度 250℃ 

ガス流量 10 L/min 

ネブライザーガス 40 psi 

シースガス温度 300℃ 

シースガス流量 10 L/min 

キャピラリー電圧 2.5 kV 

ノズル電圧 0 V 

 

表2 対象物質のMRM条件 

対象物質 
プリカーサー 

イオン(m/z) 

プロダクト 

イオン(m/z) 

フラグメンター 

電圧(V) 

コリジョン 

エネルギー 

(eV) 

PFOS 
499 80 140 50 

499 99 140 55 

13C4 PFOS 
503 80 140 60 

503 99 140 55 

PFOA 
413 369 100 10 

413 169 100 20 

13C4 PFOA 
417 372 100 5 

417 169 100 20 

PFHxS 
399 80 100 49 

399 99 100 45 
18O2 

PFHxS 

403 84 100 37 

403 103 100 34 

PFNA 
463 419 80 8 

463 169 80 18 

13C5 PFNA 
468 423 80 8 

468 169 80 18 

※上段：定量イオン，下段：確認イオン 

 

4．結果と考察 

4.1 調査結果 

PFOS及びPFOAの検出状況を図3に，PFHxS及びPFNAを含

めた測定結果一覧を表3及び表4に，GIS（地理情報システ

ム）を用いて地図上にPFOS及びPFOA濃度をプロットした

ものを図4に示す。対象物質の濃度範囲は，PFOSが<0.1～

20 ng/L，PFOAが<0.2～25 ng/L，PFOS及びPFOAが<0.3～

45 ng/L，PFHxSが<0.1～11 ng/L，PFNAが<0.2～5.3 ng/L

であり，PFOS及びPFOAの指針値50 ng/Lを超過する地点は

確認されなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 PFOS及びPFOAの検出状況 

PFOS及びPFOAについて水域ごとにみると，河川・湖沼

36地点の濃度範囲は<0.3～45 ng/L，平均値は2.2 ng/L，

不検出である地点は8地点であった。指針値の10分の1以

上の地点が2地点，うち1地点は比較的高濃度の45 ng/Lを

検出した。指針値を超過していないことから詳細な調査

は実施していないが，今後も継続監視するなど注視して

いくこととしている。 

海域28地点の濃度範囲は<0.3～3.2 ng/L，平均値は0.7 

ng/L，不検出である地点は5地点であり，指針値の10分の

1以上の地点はなかった。1.0 ng/L以上を検出した4地点

は港湾区域内にあるなど他地点に比べて陸域からの距離

が比較的近く，河川等の影響を受けやすい地点であった。 

地下水25地点の濃度範囲は<0.3～6.2 ng/L，平均値は

1.9 ng/L，不検出である地点は1地点であり，指針値の10

分の1以上の地点が2地点あった。最終処分場周辺の地下

水は他地点と同等の水準であった。地下水は1.0 ng/L以

上を検出した地点の割合が，河川や海域と比較して高く，

地下水が河川等の地表水に比べて流動性が乏しく，汚染

が蓄積されやすいことが示唆された。 

また，PFHxSについて，不検出である地点が70地点中54

地点と最も多かったが，検出された地点はPFOS及びPFOA

も比較的高い地点であり，代替物質として利用されてき

たことも一因と考えられた。PFNAも同様の傾向であり，

不検出である地点が70地点中34地点であった。 
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   水域 地点名 市町名 PFOS PFOA PFOS及びPFOA PFHxS PFNA 

1 

河川 

落合 今治市 0.1 0.3 0.4 <0.1 0.2 

2 蒼社橋下流 今治市 0.9 2.4 3.3 0.1 1.5 

3 三島 宇和島市 <0.1 <0.2 <0.3 <0.1 0.2 

4 城下橋 新居浜市 0.2 0.3 0.5 <0.1 0.2 

5 加茂川橋 西条市 <0.1 <0.2 <0.3 <0.1 <0.2 

6 加茂川水域St-7 西条市 <0.1 0.3 0.4 <0.1 <0.2 

7 加茂川水域St-8 西条市 <0.1 <0.2 <0.3 <0.1 <0.2 

8 中山川橋上流 西条市 0.9 1.6 2.5 0.8 0.9 

9 中川橋 西条市 2.7 3.4 6.2 1.2 0.9 

10 落合 西条市 20 25 45 11 5.3 

11 新兵衛橋 西条市 1.0 2.0 3.1 - - 

12 祇園大橋 大洲市 0.7 1.4 2.1 0.1 0.8 

13 肱川橋 大洲市 0.2 0.6 0.8 <0.1 0.5 

14 坊屋敷橋 大洲市 0.1 0.4 0.6 <0.1 0.3 

15 新大橋 大洲市 0.2 0.8 1.0 <0.1 <0.2 

16 寺尾 四国中央市 <0.1 0.4 0.5 <0.1 <0.2 

17 上小川 四国中央市 <0.1 0.8 0.9 <0.1 <0.2 

18 川之江橋 四国中央市 0.4 0.6 1.1 - - 

19 藤崎橋 四国中央市 <0.1 0.5 0.6 <0.1 <0.2 

20 天神橋 西予市 0.3 0.5 0.9 <0.1 0.6 

21 下宇和橋 西予市 0.3 0.5 0.9 0.1 0.5 

22 仕出 久万高原町 <0.1 <0.2 <0.3 - - 

23 三島橋 久万高原町 0.1 0.5 0.6 - - 

24 砥部川水域St-1 砥部町 0.1 0.2 0.3 <0.1 0.2 

25 砥部川水域St-2 砥部町 0.2 0.3 0.5 <0.1 0.4 

26 小田川 内子町 0.1 0.3 0.4 <0.1 <0.2 

27 肱川水域St-15 内子町 <0.1 0.7 0.8 <0.1 0.2 

28 高知県境上流 松野町 <0.1 0.4 0.5 <0.1 0.2 

29 吉野橋 松野町 0.1 0.6 0.7 <0.1 <0.2 

30 興野々橋 鬼北町 <0.1 <0.2 <0.3 <0.1 <0.2 

31 鏡川橋 鬼北町 <0.1 <0.2 <0.3 <0.1 <0.2 

32 藤川橋 鬼北町 <0.1 <0.2 <0.3 <0.1 <0.2 

33 泉橋 鬼北町 0.1 0.2 0.4 <0.1 0.2 

34 観栄橋 愛南町 0.3 <0.2 0.5 <0.1 <0.2 

1 
湖沼 

ダム堰堤 西条市 <0.1 <0.2 <0.3 <0.1 0.2 

2 ダム中央 久万高原町 <0.1 0.2 0.3 <0.1 <0.2 

1 

海域 

波方・大西・菊間海域St-4 今治市 <0.1 0.2 0.3 - - 

2 今治海域St-6 今治市 2.5 0.6 3.2 0.5 0.3 

3 宇和島海域St-1 宇和島市 0.1 1.3 1.5 <0.1 0.4 

4 宇和島海域St-2 宇和島市 0.6 0.5 1.1 <0.1 0.3 

5 吉田海域St-2 宇和島市 <0.1 <0.2 <0.3 <0.1 <0.2 

6 宇和島海域St-3 宇和島市 <0.1 <0.2 <0.3 <0.1 <0.2 

7 八幡浜・保内海域St-5 八幡浜市 <0.1 <0.2 <0.3 - - 

8 八幡浜・保内海域St-1 八幡浜市 <0.1 0.2 0.3 <0.1 <0.2 

9 新居浜海域St-8 新居浜市 0.1 0.3 0.5 <0.1 0.3 

10 新居浜海域St-10 新居浜市 <0.1 0.3 0.4 <0.1 0.2 

11 新居浜海域St-3 新居浜市 0.1 0.5 0.7 <0.1 0.4 

12 新居浜海域St-4 新居浜市 <0.1 0.3 0.4 <0.1 <0.2 

13 西条海域St-5 西条市 0.1 0.7 0.8 0.1 0.3 

14 西条海域St-6 西条市 0.1 0.3 0.4 - - 

15 西条海域St-1 西条市 0.2 0.2 0.4 <0.1 0.2 

16 東予海域St-4 西条市 0.2 0.6 0.9 0.2 0.4 

17 東予海域St-2 西条市 0.1 0.6 0.8 <0.1 0.2 

18 長浜海域St-2 大洲市 <0.1 0.2 0.3 <0.1 <0.2 

19 伊予海域St-1 伊予市 0.1 0.2 0.3 <0.1 <0.2 

20 土居海域St-2 四国中央市 0.1 0.5 0.7 0.2 <0.2 

21 伊予三島・川之江海域St-6 四国中央市 0.3 1.7 2.0 0.1 1.1 

22 伊予三島・川之江海域St-9 四国中央市 0.2 0.4 0.6 - - 

23 伊予三島・川之江海域St-1 四国中央市 0.1 0.2 0.4 - - 

24 三瓶海域St-1 西予市 <0.1 <0.2 <0.3 <0.1 <0.2 

25 松前海域St-3 松前町 0.1 0.3 0.5 <0.1 0.2 

26 松前海域St-2 松前町 0.1 0.3 0.4 <0.1 0.2 

27 伊方海域St-1 伊方町 0.1 <0.2 0.3 <0.1 <0.2 

28 内海・御荘海域St-3 愛南町 <0.1 <0.2 <0.3 <0.1 <0.2 

       単位：ng/L 

表3 測定結果一覧（公共用水域） 
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 水域 地点名 市町名 PFOS PFOA PFOS及びPFOA PFHxS PFNA 

1 

地下水 

玉川町小鴨部 今治市 0.4 0.5 1.0 - - 

2 宮窪町宮窪 今治市 0.1 0.5 0.6 0.4 <0.2 

3 吉田町奥浦 宇和島市 <0.1 0.3 0.4 - - 

4 三間町務田 宇和島市 <0.1 0.3 0.4 <0.1 <0.2 

5 津島町嵐 宇和島市 0.2 <0.2 0.4 <0.1 <0.2 

6 保内町川之石 八幡浜市 0.1 0.6 0.7 <0.1 0.9 

7 八幡 新居浜市 1.8 2.5 4.4 0.1 0.8 

8 観音原町 新居浜市 0.3 <0.2 0.5 <0.1 <0.2 

9 周布 西条市 1.0 5.2 6.2 - - 

10 喜多川 西条市 <0.1 <0.2 <0.3 <0.1 <0.2 

11 旦之上 西条市 0.2 0.7 0.9 <0.1 <0.2 

12 市木 大洲市 0.8 1.3 2.2 <0.1 0.4 

13 上須戒 大洲市 0.3 0.9 1.2 <0.1 <0.2 

14 野佐来 大洲市 2.2 2.4 4.7 0.2 0.5 

15 双海町上灘 伊予市 1.2 <0.2 1.4 1.8 <0.2 

16 明浜町田之浜 西予市 0.9 0.7 1.6 - - 

17 牛渕 東温市 1.3 2.2 3.5 - - 

18 生名 上島町 1.4 1.1 2.6 - - 

19 弓削鎌田 上島町 <0.1 0.2 0.3 <0.1 <0.2 

20 大字中川原 松前町 1.4 4.0 5.5 - - 

21 川井 砥部町 1.7 2.8 4.6 - - 

22 三角 砥部町 0.4 0.8 1.2 0.1 0.4 

23 内子 内子町 1.8 <0.2 2.0 - - 

24 興野々 鬼北町 0.1 <0.2 0.3 - - 

25 奈良 鬼北町 0.8 0.4 1.3 <0.1 <0.2 

※数字下線地点は最終処分場周辺地点    単位：ng/L 

表4 測定結果一覧（地下水） 

図4 PFOS及びPFOAの県内分布 

砥部町 

内子町 
久万高原町 

四国中央市 

新居浜市 
西条市 

今治市 

松山市 

上島町 

松前町 

伊予市 

東温市 

大洲市 

八幡浜市 伊方町 

西予市 

鬼北町 

松野町 

宇和島市 

愛南町 

※国土数値情報データ（国土交通省）を加工して作成 
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4.2 過去の県内調査結果との比較 

PFOS及びPFOAについて，環境省が平成19年度から平成

26年度に実施した要調査項目等調査3)によると，河川1地

点で0.23 ng/L，海域6地点で<0.3～0.82 ng/Lであった。

同じく環境省が令和元年度と令和2年度に実施した全国

存在状況調査9)によると，河川2地点で3.2～8.2 ng/L，海

域1地点で0.3 ng/L，地下水1地点で0.8 ng/Lであった。

河川で8.2 ng/Lを検出した地点（中川橋）は，今回同じ

地点で6.2 ng/Lを検出したことから，同程度の値が継続

していることが示唆される。松山市が令和3年度から実施

している公共用水域等水質調査10)によると，河川1地点で

2.3 ng/L，海域のべ5地点で0.5～1.5 ng/L，地下水7地点

で<0.3～6.6 ng/Lであった。大内ら11)が実施した水道水

等実態調査によると，地下水31地点で1.2～22.5 ng/Lで

あった。 

今回の結果と併せてまとめたものを表5に示す。今回の

結果もおおむね過去の結果と同等のものであり，過去も

含めて指針値超過は確認されていない。環境省の実施す

る化学物質環境実態調査12)によると，モニタリング調査

地点におけるPFOS及びPFOAの濃度の経年変化はおおむね

減少傾向であるが，本県におけるこれまでの結果は地点

が異なるところが大部分であることから，今後は河川や

地下水を中心に新たな地点の状況把握を進めるとともに，

同地点での経年的な把握もする必要がある。また，新た

に要調査項目に追加された物質等を含めた把握も検討し

ていく必要がある。 

表5 県内調査結果一覧 

調査名 

（実施主体） 
年度 水域 地点数 

PFOS及び

PFOA 

(ng/L) 

要調査項目等調査 

（環境省） 
H19～H26 

河川 1 0.23 

海域 6 <0.3～0.82 

全国存在状況調査 

（環境省） 
R元～R2 

河川 2 3.2～8.2 

海域 1 0.3 

地下水 1 0.8 

公共用水域水質調査 

（松山市） 
R3～R7 

河川 1 2.3 

海域 5 0.5～1.5 

地下水 7 <0.3～6.6 

水道水等実態調査 

（愛媛県） 
R3 地下水 31 1.2～22.5 

公共用水域水質調査 

（愛媛県） 
R6～R7 

河川・湖

沼 
36 

<0.3～45 

海域 28 <0.3～3.2 

地下水 25 <0.3～6.2 

 

5．まとめ 

愛媛県内の公共用水域及び地下水のPFOS及びPFOAの概

況調査を令和6年度及び令和7年度に実施した。PFOS及び

PFOAに併せてPFHxS，PFNAの分析も実施した。調査の結果，

PFOS及びPFOAの指針値50 ng/Lを超過する地点は確認さ

れなかった一方で，比較的高濃度を検出した河川地点も

存在した。今後も河川と地下水を中心に県内全域での状 

 

況把握を進めていくとともに，比較的高濃度であった地

点は継続監視を実施するなど，水環境中のPFASの存在状

況に関する知見の集積を進め，県民の安全・安心な生活

環境の確保に努める。 
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